
静
珊
六
巻
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
瓜
凸
脆
紀
　
一
獄
（
上
）

瓜

畦

紀

行

　
　
　
　
剛
　
瓜
畦
差
上

　
余
輩
が
汽
離
、
男
§
も
ぎ
栃
號
に
、
配
乗
し
て
、
シ
ン
ガ
ボ

i
川
を
螢
し
、
バ
タ
ビ
ァ
に
向
つ
た
の
は
、
昨
大
正
九
年

一
月
三
十
日
の
午
後
三
時
牢
頃
で
あ
っ
た
。
瀦
繭
の
汽
船

會
証
は
二
隻
の
汽
船
を
以
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ご
瓜
畦
北

岸
諸
港
ご
の
問
を
、
毎
週
　
岡
づ
、
往
復
し
て
屠
る
、
汽

船
㌘
§
喜
…
蕊
號
は
郎
ち
其
中
の
一
隻
で
あ
る
。
此
等
汽

船
ぱ
何
れ
も
四
五
千
噸
の
大
を
有
し
、
宛
も
遊
覧
船
の
如

く
、
設
備
も
頗
る
完
備
し
、
客
室
も
劉
合
に
慶
・
＼
欧
測
航

路
の
章
魚
の
狡
小
な
る
室
内
に
多
情
痴
を
積
込
み
、
手
荷

物
の
澱
場
に
も
困
る
の
こ
は
、
同
日
に
し
て
語
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
下
級
船
員
は
多
く
瓜
心
入
を
用
み
て

居
る
。
彼
等
は
身
膿
倭
小
で
あ
る
が
、
支
那
人
の
如
く
不
潔

（
上
）

第
　
　
號
　
　
　
一
一
〇
　
（
｝
一
〇
）

交
學
博
士
松
本
文
三
郎

ゆ

な
ら
す
、
而
も
甚
だ
從
順
で
あ
る
。
余
輩
も
今
回
の
歓
洲
漫

遊
中
に
は
、
臼
本
船
を
始
め
し
、
欝
太
利
船
、
希
臓
離
等

諸
家
の
汽
船
に
便
心
し
π
が
、
此
の
回
船
行
の
翻
蘭
船
軽

心
地
叢
n
か
っ
た
も
の
は
な
い
◎
或
は
是
れ
鋸
レ
太
利
」
船
や
希

臓
船
の
不
潔
に
し
て
胤
維
な
る
反
映
こ
し
て
、
特
に
著
し

く
戚
せ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
、
從
來
此
和
蘭
船
は
、
田

本
人
に
嚇
し
て
認
り
好
い
待
遇
を
興
え
な
か
っ
た
も
の
～

や
う
で
あ
る
が
、
歓
洲
立
命
鎌
濠
、
日
本
入
の
南
海
諸
…
國

に
静
け
る
事
業
の
櫃
張
ご
共
に
、
彼
に
往
復
す
る
も
の
毎

航
其
跡
を
絶
せ
ぬ
。
余
輩
の
往
航
に
も
疑
本
人
の
同
乗
す

る
も
の
七
入
入
、
蘇
航
に
も
五
六
人
、
直
航
何
れ
も
斯
の

如
き
で
あ
っ
た
こ
い
ふ
Q
随
っ
て
今
や
我
邦
人
に
封
ず
る

待
遇
は
、
他
の
欧
洲
入
ご
特
に
差
別
を
立
つ
る
こ
ビ
も
な



い
や
う
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
巨
川
か
ら
バ
タ
ビ
ァ
間
の
航
路
は
、
僅
か
に

四
十
時
間
に
過
ぎ
澱
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
季
都
に
は
、
海
上

時
に
怒
濤
激
浪
に
遭
ひ
、
船
膿
の
動
揺
一
方
な
ら
ざ
る
こ

ご
も
な
い
で
は
な
　
v
さ
う
で
あ
る
が
、
余
輩
此
同
の
航
海

は
極
め
て
李
静
…
に
し
て
、
宛
も
湖
上
を
騰
…
け
る
が
如
き
で

あ
っ
た
。
船
は
島
ご
島
こ
の
間
を
底
ひ
行
く
の
で
、
殆
ん

ご
陸
地
の
見
え
ざ
る
所
は
な
く
、
慮
接
に
逞
な
い
位
で
あ

る
。
黙
黙
に
於
・
て
は
伊
太
利
か
ら
希
臓
に
向
ふ
海
上
ご
甚

だ
能
く
相
似
て
居
る
○
但
彼
に
あ
っ
て
は
海
水
の
極
め
て

清
潔
純
浮
で
・
6
0
る
の
み
な
ら
す
、
其
見
る
所
何
れ
も
歴
史

的
背
景
に
富
み
、
古
代
文
化
の
墨
跡
の
存
せ
ざ
る
な
き
に

反
し
、
此
に
あ
っ
て
は
海
水
の
箱
混
濁
な
る
上
に
、
（
是
れ

或
は
嘗
時
雨
期
の
爲
め
で
あ
っ
た
か
も
如
れ
ぬ
）
、
何
れ
の

山
も
何
れ
の
陸
も
、
唯
樹
木
の
欝
蒼
沈
る
の
み
で
、
未
開

野
蟹
の
地
．
固
よ
り
何
等
歴
史
の
語
る
べ
く
、
徴
す
・
べ
き

も
の
も
な
い
Q
此
黙
よ
り
し
て
は
此
は
耳
底
彼
ご
比
倫
す

　
　
　
斡
擢
山
ハ
巷
　
　
　
鷲
弗
　
纂
…
　
　
瓜
蝿
山
騨
揃
行
（
上
）

ぺ
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。

　
因
二
B
℃
瓢
写
照
は
予
定
の
如
く
二
月
一
日
の
午
前
七
時

頃
バ
タ
ピ
ァ
の
外
港
、
日
導
＆
ζ
四
℃
邑
扁
（
に
着
し
た
Q
今

の
港
は
和
蘭
政
廃
が
一
入
七
七
年
か
ら
十
ヶ
年
を
費
し
て

内
外
二
匠
に
防
波
堤
を
築
み
た
も
の
で
め
る
が
、
其
匪
域

の
荻
小
な
る
の
み
な
ら
す
、
バ
タ
ビ
ァ
の
市
街
中
心
に
至

る
迄
に
は
翠
黛
を
距
り
、
汽
車
（
慰
問
約
十
六
七
分
）
の
蓮

絡
あ
る
ご
は
い
ふ
も
の
、
、
可
な
う
に
．
不
便
で
あ
る
。
之

ご
バ
タ
ビ
ァ
の
港
は
直
ち
に
市
街
の
北
方
に
接
し
て
居
た

の
で
あ
る
が
、
市
の
背
面
（
南
方
4
に
は
火
山
賑
が
蓮
績
し

最
近
に
は
一
六
九
九
年
に
、
其
中
の
し
。
p
電
＾
山
な
る
も

の
が
大
噴
火
を
な
し
、
先
づ
其
港
に
注
ぐ
出
一
費
く
9
西
を

堰
止
め
、
昇
る
纏
綿
泥
を
流
し
た
が
望
め
、
蕉
港
は
用
を

成
さ
す
、
止
む
を
得
す
之
よ
り
東
方
六
型
を
距
て
今
の
港

を
築
か
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
だ
の
で
あ
る
、
瓜
膣
に
入
國

す
る
も
の
に
零
し
て
は
汽
船
の
着
す
る
や
、
税
關
に
於
て

身
元
調
を
な
し
、
若
干
の
金
を
溜
め
る
の
み
な
ら
す
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
第
　
泄
號
　
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）



　
　
　
第
轟
ハ
巻
　
　
　
難
…
　
纂
…
　
　
瓜
嘘
粧
　
押
膏
（
上
）

有
名
な
る
植
物
園
の
あ
る
ζ
づ
毎
○
曇
○
お
よ
り
以
内
に
族

行
せ
ん
こ
す
る
も
の
に
は
、
特
に
許
可
讃
を
得
べ
き
手
績

を
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
蝕
さ
う
で
あ
る
が
、
余
輩
は
シ
ン

ガ
ボ
；
声
よ
り
の
智
覚
切
符
を
求
め
て
居
た
の
で
、
手
無

も
極
め
て
簡
軍
で
認
み
、
直
ち
に
上
陸
し
、
バ
タ
ビ
ァ
痛

事
館
員
の
好
意
、
ご
忠
告
ご
に
よ
）
、
自
動
車
で
麟
簿
鉱
∩
酬
黛

窯
＆
。
號
ξ
義
魯
に
入
っ
た
の
が
、
同
腱
午
前
八
時
孚
㊨
頃

で
あ
っ
た
、
頷
事
館
員
の
言
に
よ
る
ご
、
此
ホ
テ
川
は
H

本
人
の
多
険
宿
泊
す
る
所
で
、
特
に
日
本
人
に
遍
し
好
意

を
有
っ
て
居
る
も
の
こ
い
ふ
。

　
入
港
の
當
日
は
藏
曜
で
あ
る
の
こ
．
瓜
畦
で
は
六
月
か

ら
九
月
迄
が
乾
燥
期
で
十
一
月
よ
り
四
月
迄
が
雨
期
で
あ

る
爲
め
、
余
輩
濃
在
中
は
午
後
に
は
必
ら
す
、
常
に
駿
雨

が
あ
り
、
見
物
に
は
頗
る
不
便
で
み
つ
た
。
で
當
臼
は
唯

其
晴
聞
を
倹
っ
て
市
街
を
徴
幽
し
た
に
止
ま
っ
た
が
、
其

後
の
経
鹸
す
る
所
に
よ
っ
て
見
て
も
、
瓜
畦
に
入
り
先
づ

第
｝
に
略
意
す
る
こ
ご
は
、
罵
島
の
何
庭
に
も
支
那
入
の

　
　
　
　
　
　
　
纂
　
一
、
號
　
　
　
一
「
二
　
（
一
…
二
）

苦
力
の
一
入
も
居
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
東
洋
の
港
に
は
支

那
八
の
居
な
い
所
は
な
く
、
而
し
て
叉
至
る
所
支
那
苦
み

の
五
月
蝿
い
こ
ご
も
一
通
で
な
い
。
勿
論
瓜
畦
に
も
支
郡

人
の
移
住
者
の
居
な
い
こ
ご
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
外
國

入
の
中
で
は
支
那
入
が
最
も
多
数
で
あ
り
、
又
写
も
勢
力

あ
る
も
の
で
あ
る
。
現
に
バ
タ
ゼ
ァ
の
人
蔭
十
一
萬
五
千

除
ご
総
す
る
中
に
、
支
那
人
は
其
四
分
の
一
を
占
め
、
土

人
は
約
四
分
の
三
、
而
し
て
欧
洲
入
の
如
き
は
僅
か
に
十

分
の
＝
紙
愚
ぎ
な
い
。
随
っ
て
支
那
入
の
就
會
上
、
商
業

上
に
於
け
る
勢
力
の
大
な
る
こ
ご
は
劉
底
欧
入
の
企
及
す

べ
き
所
で
は
な
い
。
況
ん
や
土
人
に
於
て
を
や
。
彼
等
支

那
人
は
何
れ
も
永
住
の
素
的
を
以
て
細
り
、
中
に
は
薮
百

年
來
土
人
ご
同
様
に
土
人
の
女
を
謀
り
塾
豪
鮭
な
る
邸
宅

を
構
え
居
る
も
の
も
あ
り
、
瀦
七
人
は
支
那
人
の
勢
力
を

送
る
、
こ
ご
一
標
で
な
く
、
機
會
あ
る
毎
に
之
を
抑
歴
せ

ん
ビ
し
て
居
る
こ
ε
も
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
○

　
七
四
〇
年
偶
々
支
那
人
が
土
人
の
和
蘭
政
騰
に
不
李
を



抱
け
る
も
の
ビ
私
か
に
結
照
し
、
反
旗
を
翻
さ
ん
ご
す
る

や
、
和
蘭
人
の
驚
愕
一
方
な
ら
す
、
男
女
長
幼
を
問
は
す

支
那
人
を
捕
え
、
之
を
殺
署
す
る
こ
ご
二
萬
人
に
超
え
た

り
ご
も
い
ふ
。
其
後
こ
い
へ
ご
も
支
那
入
に
賀
し
て
は
出

來
得
る
限
り
の
筆
力
手
段
を
探
っ
て
居
る
に
も
關
は
ら
す

支
那
入
は
巧
に
其
鋒
箔
を
避
け
、
猛
繁
託
し
、
商
業
の
實

椹
は
依
然
こ
し
て
彼
等
の
掌
中
に
存
す
る
の
で
あ
る
○
斯

く
支
那
人
の
多
数
居
住
し
、
叉
其
勢
力
の
大
な
る
を
以
て

見
て
も
、
支
那
苦
力
の
趨
り
此
に
器
質
せ
ざ
る
筈
は
な
い

然
る
に
現
に
一
人
の
苦
力
も
居
な
い
こ
い
ふ
の
は
、
彼
等

支
那
人
が
国
境
の
地
位
ご
名
轡
ご
を
維
持
せ
ん
が
早
め
、

若
し
苦
力
の
渡
賊
す
る
こ
ε
あ
ら
ば
、
各
号
金
し
て
之
を

本
國
に
逡
還
し
、
瓜
畦
内
地
に
二
足
を
留
め
ざ
ら
し
む
る

が
爲
め
で
あ
る
こ
い
ふ
。
兎
に
角
支
那
入
の
勢
力
範
團
内

に
存
す
る
瓜
睦
に
、
支
那
苦
力
の
居
な
い
こ
ご
は
、
殆
ん

ざ
他
に
其
例
を
見
な
い
所
で
あ
る
。

噛
第
二
に
一
般
旋
毛
ご
し
て
吾
入
の
注
意
を
惹
く
の
は
其

　
　
　
第
山
ハ
　
告
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
瓜
・
些
祀
行
（
上
）

服
装
で
あ
る
。
英
領
の
殖
民
地
に
あ
っ
て
は
、
埃
及
で
も

印
度
で
も
乃
至
シ
ソ
ガ
ポ
i
川
で
も
、
近
來
ッ
メ
襟
の
服

を
着
る
も
の
は
一
人
も
な
い
ε
い
っ
て
好
い
。
軍
人
で
も

此
等
地
方
に
在
住
す
る
も
の
は
、
例
の
小
供
の
や
う
な
牢

ズ
ボ
ン
に
、
胸
の
襟
の
開
い
た
上
衣
を
着
す
る
。
然
る
に

蘭
領
に
入
る
ご
殆
ん
ざ
総
べ
て
が
ッ
メ
襟
の
服
を
用
み
て

居
る
。
又
陥
脚
方
バ
タ
ビ
ア
の
公
園
杯
に
散
歩
し
て
居
る
も

の
を
見
る
ε
、
男
子
の
帽
を
蒙
む
ら
諏
も
の
が
殆
ん
ご
過

孚
で
あ
る
。
薄
れ
亦
英
領
地
方
で
は
維
え
て
見
な
い
所
で

あ
る
○
此
等
は
實
に
些
細
の
事
で
あ
る
が
、
同
じ
熟
帯
地

方
に
住
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
國
民
の
異
な
る
に
よ
っ

て
自
か
ら
斯
か
る
墾
態
を
生
す
る
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
二
　
重
圏
の
名
繕

　
現
時
一
般
に
瓜
畦
人
は
其
自
、
國
を
羅
し
て
冒
ノ
声
（
又

U
す
毒
）
ご
い
ひ
、
敬
語
に
は
智
鼠
ざ
い
ふ
。
併
し
今
臼

甘
奉
ε
幕
す
・
る
も
の
は
、
古
摩
東
西
の
旋
行
記
史
傳
に

は
諸
種
の
名
を
以
て
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
尤
偏
の
三
園
傳

　
　
　
　
　
　
　
第
　
h
號
　
　
　
「
「
三
　
（
一
「
三
）



　
　
　
第
山
ハ
巻
　
　
　
難
　
　
纂
　
　
　
塩
湖
瞳
剥
羅
行
（
上
）

（
憲
三
）
に
は
瓜
畦
は
古
の
感
慨
國
こ
い
ひ
、
「
唐
臼
詞
陵
、

宋
僧
號
閣
婆
、
急
心
瓜
畦
國
王
」
ご
あ
る
◎
翻
ち
唐
代
に

は
詞
陵
こ
い
ひ
、
宋
に
は
閣
婆
、
又
は
野
守
（
唐
書
）
ご
撫

し
、
元
に
至
り
始
め
て
瓜
畦
の
字
を
以
て
之
に
充
て
た
も

の
こ
思
は
れ
る
。
爾
ほ
晋
代
に
は
耶
婆
提
と
い
っ
た
こ
ご

は
、
法
顯
傳
に
よ
っ
て
之
を
．
知
る
事
が
出
來
る
○
此
等
は
果

し
て
同
一
語
昔
を
課
し
た
も
の
か
否
か
頗
る
疑
は
し
い
。

で
明
史
外
國
傳
（
懇
三
百
二
十
四
）
の
如
き
は
、
閣
婆
の
條

下
、
唐
に
は
詞
陵
と
日
ひ
、
叉
魁
婆
ε
い
ふ
ご
い
ひ
「
油

日
瓜
畦
尊
閣
婆
、
然
元
史
瓜
畦
傳
不
言
、
且
日
、
其
風
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

物
産
岩
鏡
考
、
太
溺
曽
爾
覆
工
時
入
貢
、
二
王
署
名
不
同

或
本
爲
二
國
、
其
後
極
暑
畦
春
雷
、
然
不
可
考
」
ビ
も
あ

っ
て
、
闘
婆
ビ
瓜
畦
ご
を
二
國
の
如
く
に
も
考
へ
て
居
た

も
の
ら
し
い
Q
是
れ
は
勿
論
誤
解
で
あ
る
に
相
違
な
い
が

彼
等
が
同
一
國
に
弛
し
如
何
に
し
て
斯
く
異
な
っ
た
字
面

を
以
て
寓
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

　
雪
国
の
古
富
岳
に
よ
れ
ば
、
倉
出
印
度
王
の
娼
茜
び
＝

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
盛
　
　
　
一
一
鴎
　
（
二
四
）

冒
券
切
3
・
9
な
る
も
の
、
其
臣
一
。
窪
ぴ
q
圃
二
二
　
を
し
て
外

國
に
印
度
交
化
を
普
及
せ
し
め
ん
こ
企
て
た
。
で
彼
に
途

に
シ
ャ
ブ
島
に
達
し
、
羅
刹
の
群
に
遭
遇
し
た
。
彼
又
此

に
大
落
の
盛
に
生
育
し
、
土
民
の
之
を
以
て
常
食
ざ
す
る

の
を
見
た
。
依
っ
て
彼
は
從
來
土
人
の
愚
管
を
平
し
て

窯
舞
p
口
9
・
鏡
；
寓
曽
養
又
は
Z
器
ρ
溶
窪
畠
護
こ
い
っ
た
の

を
改
め
て
、
目
鋤
く
9
ム
く
ゼ
曽
ご
名
づ
け
た
こ
。
（
菊
欝
監
。
望

賦
團
ω
幹
o
h
㌃
く
9
・
＜
○
り
ぼ
●
善
い
く
2
H
・
Q
）
是
れ
に
歯
っ

て
下
る
ご
今
日
シ
ャ
ブ
ご
辮
…
す
る
地
方
も
、
元
ご
土
入
に

よ
っ
て
は
ハ
ラ
ハ
ラ
島
叉
は
ケ
ン
ダ
ン
島
　
年
三
ρ
は
島

の
義
）
ご
呼
ば
れ
て
居
た
の
を
、
印
度
人
が
之
を
大
嬰

（
く
欝
毒
）
の
島
、
郎
ち
や
ブ
農
（
梵
語
（
録
℃
p
俗
語
島
鵠
は

同
じ
く
島
を
意
義
す
る
）
ご
命
名
し
た
こ
ご
が
判
る
○
乃

ち
席
代
に
三
聖
ご
い
っ
た
の
は
、
此
漁
民
バ
ラ
の
督
を
寓

し
た
こ
ざ
は
疑
な
い
。
而
し
て
法
顯
の
耶
婆
提
ε
は
、
印

度
人
の
命
名
に
三
つ
た
も
の
で
、
く
の
奏
匹
藩
鷲
（
叉
は
俗

語
の
形
く
9
奉
巳
窟
若
く
は
く
磐
㌣
誌
く
）
の
暑
諜
だ
る



こ
ご
も
明
か
で
あ
り
。
今
撰
の
冒
く
蟄
な
る
藁
菰
は
亦
此

く
ρ
〈
ρ
の
轄
露
な
る
こ
ご
も
疑
を
煮
る
べ
き
徐
地
は
な
か

ら
う
○
就
備
蓄
は
隔
婆
は
帥
ち
此
縛
化
し
た
昔
を
寓
し
た

も
の
に
相
違
な
い
Q
ト
レ
・
・
、
一
の
賢
｝
）
9
儀
貯
（
冒
毒
臼
。
。
，

國
羨
冨
）
ご
総
す
る
の
も
、
冒
～
、
曽
の
v
が
b
ご
縛
じ
、
（
或

は
象
れ
亦
ア
ラ
ビ
ア
入
の
媒
介
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
も
の

か
も
知
れ
滋
、
ア
ラ
ビ
ア
入
は
v
の
督
を
常
に
b
を
以
て

顯
は
す
ご
い
ふ
）
。
・
併
し
錆
俗
人
も
§
鉱
を
び
毒
○
ご
嚇

す
る
所
か
ら
見
る
ざ
、
　
v
ご
b
こ
の
焼
化
は
鶉
臓
人
の

聞
に
も
出
來
た
も
の
ら
し
い
。
分
ゆ
饗
が
窮
腿
こ
な
り
、

更
ら
に
窪
5
（
象
ε
記
録
無
。
ご
轄
じ
だ
の
で
あ
る
Q
亜

刺
比
亜
の
旋
行
家
は
N
餌
鵠
σ
q
o
叉
N
ρ
ぴ
a
ご
饗
す
る
が
、

是
れ
も
恐
ら
く
同
一
語
よ
り
生
じ
來
つ
た
轄
化
で
あ
ら
う

郎
ち
N
も
ρ
は
》
＜
9
叉
冒
寓
で
あ
り
、
　
σ
q
o
又
は
」
は

戴
5
（
臼
く
6
）
象
ぴ
ょ
り
縛
じ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

而
し
て
瓜
畦
な
る
語
が
元
時
代
に
は
如
何
に
獲
飽
せ
ら
れ

穴
か
知
ら
澱
が
、
余
輩
は
或
は
此
ア
ラ
ビ
ア
人
の
N
p
・
麗
σ
q
o

　
　
　
第
六
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
蛙
麗
行
（
上
）

を
苦
溶
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
い
ふ
疑
を
有
す
る
の

で
あ
る
。
遣
直
の
瓜
字
は
Ω
奇
の
に
よ
れ
ば
今
織
奏
ε

螢
長
し
、
　
冒
ご
は
N
9
ご
は
頗
各
相
蓮
い
や
う
で
あ
る

が
、
ア
ラ
ゼ
ア
入
は
k
の
昔
を
常
に
一
又
は
9
（
軟
音
）
を

以
て
顯
は
す
、
例
え
へ
ば
9
8
蓉
（
O
ρ
酔
ず
○
賦
O
）
を
智
8
膏

こ
な
し
、
マ
川
コ
ポ
再
議
は
之
に
よ
っ
て
N
霧
＆
o
こ
も

書
い
た
ビ
い
ふ
（
知
。
く
9
覧
。
↑
湯
g
ご
巻
》
0
8
戸
讐
幹
団
昌
σ
Q
歴

男
．
肉
窪
郵
書
ω
o
馨
冨
讐
窪
●
》
0
8
§
曾
掌
幾
）
し
て
閉
れ
ば

支
那
の
瓜
の
膏
を
も
誤
っ
て
N
勲
叉
は
ず
に
宛
て
だ
の

で
は
な
か
ら
う
か
。
併
し
余
輩
は
昔
韻
の
學
に
は
蓮
ぜ
ぬ

か
ら
此
黙
に
就
い
て
は
識
者
の
敏
を
講
ひ
蒼
い
ご
思
ふ
。

爾
ほ
序
に
い
っ
て
斎
き
た
い
の
は
、
前
記
尤
飼
の
外
國
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
　

に
は
、
「
瓜
畦
右
闇
婆
國
、
　
一
名
蒲
家
龍
、
今
春
…
下
学
』
ビ

あ
る
こ
蓬
で
あ
る
。
此
に
い
ふ
蒲
家
龍
ご
は
勿
論
瓜
畦
の

一
名
で
は
な
い
。
・
恐
ら
く
當
時
支
那
人
の
專
ら
交
通
し
て

嫁
鏡
港
の
あ
る
所
の
名
で
あ
ら
う
ビ
思
ふ
。
是
れ
は
今
下

港
ご
爾
す
ご
い
ふ
を
以
そ
も
賂
推
察
し
得
ら
る
、
。
で

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
＝
五
　
（
一
一
五
）



　
　
　
牌
贈
ゐ
ハ
巻
　
　
　
蝋
靴
　
纂
　
　
　
瓜
〔
瞭
沸
絶
行
（
上
）

或
は
熱
れ
は
中
部
瓜
畦
の
港
で
、
今
和
集
書
騰
の
在
る

切
。
が
巳
。
謎
魯
の
こ
ご
で
は
な
か
ら
う
か
。
今
鶏
で
は
此
港

は
腰
れ
、
其
附
近
の
○
∩
鍵
ご
錠
器
σ
q
が
中
部
二
面
物
産
の
揺

落
地
ざ
な
っ
て
居
る
が
、
鐵
滋
線
路
の
未
だ
通
じ
な
か

っ
た
時
に
は
、
前
者
が
榮
え
て
居
た
の
で
、
支
那
入
は

男
集
巴
9
σ
q
釜
澤
ち
瓜
畦
で
あ
る
如
く
に
誤
解
し
淀
の
か
ざ

も
思
ふ
。

　
次
に
同
じ
く
筆
墨
ご
総
し
て
も
、
古
代
族
行
家
に
よ
っ

て
は
其
儀
園
に
著
し
く
廣
狡
の
差
が
あ
る
φ
例
え
へ
ば

目
剛
Ψ
月
切
9
暮
9
の
瓜
畦
ご
は
寧
ろ
ス
マ
ト
ラ
で
あ
り
、
今
の

所
謂
瓜
畦
は
之
を
冨
巳
冒
ダ
、
9
ご
い
ふ
、
謹
巳
は
梵
語

葺
⇔
厨
で
、
根
本
の
義
で
あ
る
○
マ
ル
コ
ポ
ロ
の
瓜
畦
も

ス
マ
ト
ラ
地
方
を
指
し
た
も
の
ε
嘉
す
る
。
其
他
贋
義
で

は
ス
マ
ト
ラ
、
瓜
睦
、
㎡
川
子
熊
乃
至
馬
來
宇
島
を
総
括

し
て
瓜
畦
ε
も
い
っ
た
ら
し
い
。
審
議
狡
義
に
解
す
れ
ば

鼻
輪
島
の
中
で
も
、
其
中
部
以
東
鶴
ち
右
代
印
心
入
の
其

國
を
建
て
、
居
っ
た
地
方
の
み
を
瓜
畦
ε
照
し
、
其
西
部

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
｝
　
一
山
ハ
　
（
一
　
…
山
ハ
）

部
ち
主
ご
し
て
ス
ン
ダ
人
の
住
す
る
灰
は
特
に
ス
ソ
グ
島

ご
い
っ
て
之
を
前
者
ご
潟
聴
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
併
し
現

蒔
は
一
般
に
瓜
畦
島
を
大
通
咬
ご
歯
し
、
藩
儒
、
海
峡
を

隔
一
て
〉
相
接
す
る
切
鉱
｝
・
島
を
小
早
毬
ご
名
づ
く
る
」

　
爾
ほ
葉
桜
國
募
び
瓜
畦
人
に
聰
し
、
一
二
笛
を
以
て
述

べ
て
置
き
た
い
事
が
あ
る
。
其
一
は
盤
約
全
書
中
・
に
顯
は

る
、
冒
く
磐
な
る
語
で
あ
る
。
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
は
其
瓜
桂

史
の
初
に
総
て
、
創
世
紀
の
第
十
章
に
は
ノ
ァ
の
子
孫
が

各
其
方
言
、
宗
族
、
邦
國
に
随
ひ
、
諸
方
に
分
れ
た
こ
ご

を
説
き
、
其
中
に
ツ
く
§
の
名
を
暴
げ
、
又
以
西
結
の

第
二
予
七
章
に
は
、
世
界
に
於
け
る
通
商
の
島
民
を
暴
げ

埃
及
や
波
斯
、
亜
刺
比
亜
諸
雪
嵐
ご
共
に
賢
く
窪
　
の
名

を
無
し
、
彼
等
は
入
身
や
銅
器
を
円
≦
。
の
市
場
に
貿
易

し
、
又
彼
等
は
彼
此
に
往
序
し
、
光
鐡
や
肉
桂
や
菖
蒲
を

市
場
に
特
來
す
ご
あ
る
こ
芝
を
述
べ
、
之
に
次
ぎ
「
聖
典

の
》
く
舞
ご
現
時
の
瓜
睦
ご
の
驕
係
を
辿
る
如
き
は
、
他

に
自
か
ら
業
人
あ
る
べ
し
」
ε
述
べ
、
巧
に
其
遊
を
暗
ま



し
、
而
も
何
等
か
此
爾
者
の
間
に
關
係
あ
る
か
の
如
く
に

説
い
て
あ
る
が
、
諮
れ
は
勿
論
研
究
に
儂
せ
ざ
る
こ
ご
で

あ
ら
う
Q
瓜
畦
の
右
代
歴
史
は
甚
だ
不
明
で
あ
る
が
、
彼

等
の
文
化
は
印
度
入
の
彼
に
移
住
し
て
か
ら
以
後
の
こ
ご

で
あ
っ
だ
ら
し
い
。
而
し
て
憶
説
に
よ
れ
ば
紀
元
後
一
世

紀
既
に
印
度
文
化
の
輸
入
せ
ら
れ
だ
も
の
、
如
く
で
あ
る

假
令
ひ
之
が
眞
で
あ
る
こ
し
て
も
、
當
時
は
樹
ほ
頗
る
幼

碑
な
る
も
の
で
あ
り
、
其
文
化
の
最
も
盛
こ
な
つ
π
の
は

七
世
紀
以
後
数
百
年
の
間
に
あ
っ
だ
も
の
ら
し
い
。
随
っ

て
今
よ
り
数
千
年
以
前
瓜
韓
人
の
難
物
が
遠
く
地
中
海
浴

竪
臼
饗
。
の
市
場
に
迄
各
國
の
商
品
を
将
謝
し
π
ご
は
、

到
底
吾
人
の
考
へ
得
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
。
奮
約
書
の

智
く
9
癖
は
寧
ろ
一
9
戸
若
く
は
く
ρ
〈
p
養
で
、
錆
受
人
又
は

其
殖
民
地
を
指
示
し
た
こ
ビ
は
疑
な
い
や
う
で
あ
う
、
今

日
の
瓜
畦
ご
は
何
等
要
言
の
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
第
二
に
注
意
す
べ
き
は
．
希
臓
、
羅
馬
人
の
所
謂
日
、
餌
導
？

ぴ
舞
。
國
ビ
贋
義
の
瓜
畦
こ
の
關
係
で
あ
る
。
8
碧
乙
）
窪
。

　
　
　
第
一
山
谷
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
瓜
一
罪
紀
行
（
上
）

ご
は
普
瓶
梵
語
の
日
ぎ
ζ
ぞ
鍵
甘
（
俗
流
の
日
舞
窃
9
℃
蝕
鴬
）

ご
還
元
せ
ら
れ
、
錫
蘭
島
を
指
示
す
る
も
の
ぜ
考
へ
ら
れ

て
居
る
。
勿
論
此
可
語
は
梵
語
で
は
「
赤
叉
は
銅
色
葉
」
の
義

で
あ
り
、
何
が
故
に
錫
扇
島
を
斯
く
名
づ
け
た
か
に
就
い

て
は
確
で
し
て
徽
す
べ
き
も
の
も
な
い
が
、
恐
ら
く
赤
土

の
國
ご
同
意
義
で
あ
ら
う
。
で
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
も
之
に
醐

し
て
は
前
潜
よ
り
も
力
強
く
瓜
謬
説
を
霊
書
せ
ん
と
試
み

て
居
る
。
今
其
理
由
ビ
す
る
所
を
見
る
に
、
其
最
も
主
な
る

も
の
ε
し
て
は
次
の
三
項
に
約
す
る
こ
ご
が
出
來
や
う
、

先
づ
第
一
に
は
從
羽
差
行
家
の
記
述
す
る
所
に
よ
れ
ば
、

此
國
は
赤
道
に
よ
っ
て
南
北
に
二
分
せ
ら
れ
、
其
南
方
に

あ
っ
て
は
最
早
や
北
斗
星
を
認
む
る
を
得
な
い
こ
い
ふ
こ

㌃
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
記
述
は
最
も
直
行
家
の
僻

説
や
誤
解
を
掃
く
る
こ
ご
の
少
き
も
の
で
あ
る
が
、
錫
蘭

島
に
は
到
底
乳
用
し
得
ざ
る
事
實
で
あ
る
こ
い
ふ
の
で
あ

る
。
第
二
は
、
一
，
琶
お
び
舞
。
を
梵
語
の
け
〔
ム
霧
ご
毒
舜

ご
に
分
解
し
、
　
誤
解
螢
疑
の
縛
説
で
あ
る
ご
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
七
　
（
［
一
七
）



　
　
　
餓
剛
山
口
巷
　
　
　
難
　

纂
　
　
　
瓜
雌
山
紀
行
（
ト
「
）

あ
る
o
q
ぞ
O
毒
属
は
苦
行
林
を
意
義
し
、
苦
滞
耐
者
が
此

に
其
苦
行
を
成
す
所
こ
い
ふ
。
印
摩
砂
ご
馬
來
講
…
島
ご
は
士
二

代
既
に
纏
縫
の
存
し
た
こ
ご
は
疑
な
い
、
而
し
て
此
．
等
諸

彦
の
辮
海
の
上
に
屹
立
し
、
馨
蒼
た
る
樹
木
を
以
て
蔽
は

れ
だ
る
は
、
彼
苦
行
者
に
最
も
恰
好
の
地
で
は
な
か
ら
う

か
。
印
度
隠
者
は
恐
ら
く
古
代
既
に
此
に
締
り
其
苦
行
に

從
詳
し
だ
の
で
、
斯
か
る
名
を
生
じ
た
も
の
こ
思
は
る
。

而
し
て
第
三
に
は
馬
來
諸
島
に
は
此
等
古
代
苦
行
者
の
遣

物
の
今
に
存
す
る
も
の
は
な
い
が
、
瓜
膣
に
は
凹
々
に
之

を
費
記
す
る
。
瓜
畦
に
於
け
る
古
代
殿
堂
や
彫
像
の
技
工

を
見
れ
ば
、
郵
底
未
開
紐
野
な
る
土
人
の
手
に
成
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
必
ら
す
や
莫
交
化
の
著
し
く
…
進
歩
し
た
印

度
人
が
、
少
く
こ
も
其
監
督
の
下
に
製
作
せ
ら
れ
た
こ
ご

は
疑
な
い
。
是
れ
師
ち
彼
苦
行
者
の
後
世
に
遺
し
元
販
で

ぱ
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
は
最
後
に
爾
ほ

「
今
後
更
ら
に
研
究
の
逡
面
し
た
隣
に
は
、
恐
ら
く
瓜
畦

ス
マ
ト
ラ
又
は
寧
ろ
馬
摩
諸
港
が
、
蕾
に
古
人
の
断
謂

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

二
入
（
二
入
）

鳶
も
厭
○
剛
）
撃
。
撃
ち
苦
行
林
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
又
印
度

人
の
紳
聖
な
る
諸
島
で
あ
っ
た
こ
ε
を
確
謹
し
得
る
で
め

ら
う
し
だ
附
言
し
て
居
る
）
但
余
輩
は
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
の

忍
言
も
、
今
日
で
は
爾
ほ
未
だ
示
現
せ
ら
れ
ざ
る
を
遺
憾

こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
氏
が
古
代
苦
行
者
の

逡
跡
こ
し
て
暴
げ
た
殿
堂
彫
像
も
、
現
時
で
は
引
入
世
紀

以
前
に
湖
り
得
る
も
の
は
未
だ
螢
見
せ
ら
れ
な
い
。
勿
論

印
度
人
の
そ
れ
以
前
に
も
既
に
此
に
移
住
し
て
居
た
こ
ご

は
疑
な
い
○
法
顯
は
五
ケ
月
聞
も
瓜
畦
に
滞
在
し
て
居
た

の
で
あ
る
が
、
「
其
國
外
道
婆
羅
門
興
盛
、
佛
法
不
足
言
」

ご
も
い
ふ
。
郎
ち
四
百
年
代
の
初
野
に
盛
に
婆
羅
門
激
が

簿
は
つ
て
居
た
ご
す
れ
ば
、
當
時
以
前
印
度
人
の
此
に
往

家
移
住
し
た
も
の
、
め
っ
た
ご
想
像
す
る
の
も
、
必
ら
す

し
も
理
由
な
い
こ
ご
で
は
な
か
ら
う
。
が
瓜
睦
の
傳
説
を

其
儘
に
信
じ
た
こ
し
て
も
、
印
度
人
の
此
に
摩
っ
た
の
は

紀
元
後
一
旗
紀
…
以
前
に
潮
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

紀
元
前
既
に
此
地
を
苦
行
林
ご
嫁
し
特
に
此
地
に
來
っ
て



苦
行
し
た
ご
は
、
吾
人
の
鋼
底
承
認
し
得
な
い
駈
で
あ
る

次
に
謡
℃
・
。
厳
器
を
8
愚
。
・
§
ご
還
貸
す
る
に
就
い

て
も
、
毒
轟
ご
び
e
・
器
ご
は
盛
相
近
い
が
、
欝
℃
器
或
は

9
。
が
9
毒
ご
な
る
か
否
は
大
な
る
疑
問
で
あ
ら
う

ご
思
ふ
。
勿
論
希
愚
人
は
外
國
語
を
強
み
て
鐙
骨
化
す
る

脅
僻
を
有
っ
て
居
る
か
ら
、
軍
に
音
韻
墾
化
の
上
の
み
か

ら
し
て
は
論
せ
ら
れ
澱
が
疑
問
は
依
然
こ
し
て
疑
問
た
る

を
免
れ
ぬ
。
第
一
の
理
由
は
最
も
眞
ら
し
い
が
、
併
し
是

れ
も
本
來
円
風
気
。
σ
塁
○
な
る
地
方
が
曖
豚
で
あ
っ
た
の

で
後
世
の
愚
行
家
は
予
て
馬
孚
諸
島
を
も
斯
く
名
づ
く
る

も
の
ざ
信
じ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
さ
う
で
あ
る

ご
す
れ
ば
、
後
世
興
行
家
が
斯
く
記
し
た
か
ら
こ
い
っ
て

必
ら
す
し
も
其
錫
蘭
で
は
な
く
、
馬
來
諸
島
で
な
く
て
は

な
ら
漁
ご
い
ふ
護
蝶
こ
も
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
元
仁
円
名
δ
ぴ
窪
。
な
る
名
画
は
何
人
の
始
め
て
唱
へ

た
所
で
あ
る
か
判
ら
濾
が
、
今
田
存
す
る
記
録
の
中
最

も
古
い
も
の
は
、
恐
ら
・
く
メ
ガ
ス
タ
子
ー
ス
で
あ
ら
う
。

　
　
　
筑
〃
山
ハ
加
登
　
　
　
就
棚
　
纂
㎝
　
　
瓜
唾
一
翻
｝
甜
∬
（
上
）

で
メ
ガ
ス
プ
子
ー
ス
の
噺
片
で
は
爵
嘆
○
げ
罠
。
は
本
州

帥
ち
印
度
ご
一
河
水
に
よ
っ
て
分
た
れ
て
居
る
ご
い
ふ
。

（
竃
ρ
ヨ
亀
①
げ
鷺
。
σ
q
霧
二
一
姦
μ
o
・
。
O
い
・
9
）
印
度
ご
錫
蘭
こ
の

聞
は
島
岐
相
蓮
尊
し
、
河
水
で
は
な
い
が
宛
も
河
水
の
如

く
、
其
幅
極
め
て
狡
い
の
で
、
メ
ガ
ス
テ
子
ー
ス
は
之
を

河
水
と
誤
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
河
水
か
河
水
の
如

き
潮
流
に
よ
っ
て
印
度
ご
分
れ
居
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
そ

の
錫
蘭
島
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
を
、
椴
倉
ひ
其
語
源
の

不
明
な
る
も
の
あ
る
に
せ
よ
、
殆
ん
ざ
疑
を
容
れ
な
い
の

で
あ
る
。
馬
多
謝
島
こ
の
間
の
大
洋
を
河
水
ご
は
如
何
に

し
て
も
誤
り
得
な
い
事
で
あ
る
。
併
し
後
世
で
は
う
ッ
フ

ル
ス
氏
の
い
ふ
が
如
く
、
6
巷
δ
σ
諺
Φ
を
以
て
錫
蘭
よ
り

遙
か
に
東
方
ス
マ
ト
ラ
地
方
ご
考
へ
た
も
の
、
居
た
こ
ご

ま
り
事
實
で
あ
る
ら
し
い
。
是
故
に
国
房
ゆ
げ
貯
の
潟
。
舞
＆
9

の
墨
刺
比
亜
族
行
家
の
記
事
に
欝
す
る
注
意
中
に
も
い
ふ

「
或
漁
者
は
い
ふ
、
錫
蘭
は
日
曽
礎
。
ぴ
舞
。
で
は
な
い
、
ス

マ
ト
ラ
が
郎
ち
そ
れ
で
あ
る
」
ざ
。
而
し
て
其
々
者
の
名
を

　
　
　
　
　
　
第
」
號
　
　
一
…
九
　
（
コ
九
）



　
　
　
第
六
巷
　
羅
纂
　
麓
搬
よ
り
嚢
見
し
糞
る
燐
支
丹
遣
物

塞
・
げ
て
、
≧
回
忌
9
＜
O
O
読
9
詳
寓
ρ
蝕
｝
託
回
獄
羅
。
鴨
8
舜
諺
覧
幾

等
糞
回
W
母
夢
曽
旨
2
0
霧
㎞
）
き
同
W
p
暮
貿
。
・
。
・
譲
σ
q
ρ
律
撞
欝
等
皆

此
説
の
主
張
者
で
あ
る
ご
い
ふ
Q
が
レ
レ
ミ
ー
時
代
に
は

　
　
　
　
　
　
第
　
一
叢
　
　
　
＝
一
〇
　
（
一
二
〇
）

今
田
の
錫
蘭
が
印
ち
、
3
箕
○
募
器
こ
な
っ
て
居
る
か
ら

ス
マ
ト
弓
説
は
更
ら
に
そ
れ
よ
り
蒼
く
れ
生
じ
た
誤
説
で

あ
る
こ
定
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

北
旛
よ
り
登
見
し
れ
ろ
切
支
丹
遺
物

　
昨
年
九
月
二
十
五
日
の
黄
昏
、
雷
雨
を
衝
い
て
予
は
大

阪
府
三
島
郡
石
河
村
字
安
元
の
一
昔
に
漸
く
辿
も
着
い
た

…
翌
二
十
六
日
は
隈
な
く
塞
は
れ
て
快
い
朝
の
光
を
背
に
浴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
だ
い
じ

び
な
が
ら
目
的
地
た
る
隣
村
の
清
漢
村
字
書
提
寺
に
向
つ

た
〇
一
行
は
こ
の
地
の
藤
波
書
兄
弟
ご
予
と
合
せ
て
三
入

で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
以
前
、
大
正
九
年
の
正
月
に
藤
波
大
超
君
が

訪
問
せ
ら
れ
た
瑚
、
談
偶
々
切
支
丹
に
及
び
勢
ひ
高
槻
の

城
主
高
山
右
近
の
名
が
出
て
來
た
の
で
、
君
が
郷
土
に
往

橋

川

正

時
の
切
支
丹
遺
物
が
残
存
し
て
み
る
か
ざ
う
か
怠
ら
す
注

意
を
願
ふ
ご
告
げ
て
お
い
だ
。
そ
の
後
同
漕
は
し
き
り
に

踏
査
さ
れ
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
二
三
を
報
滋
さ
れ
沈
。
既

に
二
月
十
八
日
附
の
書
信
の
中
に
、
今
臼
訪
ね
ん
こ
す
る

切
支
丹
鍛
徒
の
墓
碑
の
事
は
記
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

予
の
心
大
い
に
動
か
さ
れ
實
地
見
聞
を
約
し
つ
、
、
荏
蒋

疑
を
遇
し
た
が
、
今
H
は
じ
め
て
そ
の
約
束
を
果
し
得
る

こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
菓
．
碑
は
宇
千
里
寺
小
字
寺
山
ご
繕
す
る
黒
道
の
傍
小
蔦


